様式第１号（第４条関係）
山梨県起業化支援センター入居申込書
平成　　年　　月　　日
公益財団法人やまなし産業支援機構
理事長　一瀬文昭　殿
申込者
	住所（所在地）
氏名（名　称）
	 〒　　－
　
　印　　

	電話番号
	

	携帯番号
	

	E-mail
	


  山梨県起業化支援センターへの入居を、下記の関係書類を添えて申し込みます。
なお、自己又は法人等の役員等は、暴力団、暴力団員ではありません。また、これらと密接な関係を有する者でもありません。
　これらの確認のため、警察当局へ情報照会を行うことについて承諾します。
○　事業計画書
○　法人登記簿謄本（個人の場合は、住民票）
○　直近２期分の貸借対照表、損益計算書の写し
（販売費及び一般管理費明細書、製造原価明細書も含む）
○　会社経歴書（個人の場合は、履歴書）
○　会社案内、会社・製品等パンフレット等事業概要のわかる資料
事業計画書
１．申込者の概要
	名称
（ 氏 名 ）
	（フリガナ）

	
	　

	所在地
（ 住 所 ）
	　〒
　　

	創業（予定）年　月　日
	創業（予定）年月　　　 ：　　　　年　　月
（法人登記（予定）年月 ：　　　　年　　月）

	資　本　金
開業準備金
	千円　
	従業員数
（内正規）
	　人　
（　　　　　　人）

	現在の
事業内容
	業種
	

	
	事 業 概 要
	

	直近２期の
財務状況
	区分
	年　　月期
	年　　月期

	
	売上高
	千円
	千円

	
	経常利益
	千円
	千円

	
	試験研究費
（※）
	千円
	千円

	
	
	売上高比率　　　　　　％
	売上高比率　　　　　　％


※試験研究費は、創業後５年以上経過している場合のみ記入。
【記載要領】
１．「資本金・開業準備金」
・法人登記前、事業開始前又は個人事業主は、開業準備金に記入してください。
２．「従業員数」
　　・従業員数は、代表者を除いた被雇用者数を記入してください。
　　・非正規雇用者がある場合は、内数に正規雇用者数を記入してください。
　３．「現在の事業内容」
　（１）「業種」
・日本標準産業分類の中分類に該当する業種を記入してください。
・事業を開始していない場合は、予定の業種について記入してください。
（２）「事業概要」
・申込日現在の事業の内容について記入してください。
・事業を開始していない場合は、記入は不要です。
・主要な商品・サービス等や、企業の特徴等についても併せて記入してください。
　４．「直近２期の財務状況」
　（１）直近２期分の財務状況について
　　　・「売上高」「経常利益」は、貸借対照表から転記してください。
・事業を開始していない、又は事業開始後６ヶ月未満の場合は、記入は不要です。
・事業開始から６ヶ月以上１年未満の場合は、直近の見込額を記入してください（前々期の記入は不要です。）。
（２）「試験研究費」及び「売上高比率」
　　・創業から５年以上経過している場合に記入してください。
２．入居中の事業計画
（１）事業の概要
	研究開発
テ ー マ
	

	研究開発
(事業計画)の 内 容
	○起業の動機・事業の背景
○自社の強み・特長又は課題
○入居期間中の研究開発・企画等の内容
○事業の内容
○研究開発・事業実施スケジュール
○目標・成果


（２）利用方法等
	入居希望
期　　間
	　　　　年　　月　　～　　年　　月（最大３年間）

	搬入する
備 品 等
	名称
	使用目的
	音・振動・臭い等

	
	
	
	

	利用者数
	人
	利 用 日
利用時間
	


（３）入居期間中の資金計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	
	必要な資金の用途
	金額
	調達先

	１年目
	
	
	自己資金


	
	計
	
	

	２年目
	
	
	自己資金


	
	計
	
	

	３年目
	
	
	自己資金


	
	計
	
	


（４）入居期間中の収支計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	
	１期※
	２期
	３期

	売上高（※）
	
	
	

	売上原価
	
	
	

	売上総利益
	
	
	

	販売管理費
	
	
	

	経常利益
	
	
	

	※売上高
（積算根拠）
	１期
	

	
	２期
	

	
	３期
	


※1期は、入居日から当該事業年度完了日までの収支計画を記載すること。
【記載要領】
１．「研究開発テーマ」
　・入居期間中に実施する研究開発テーマを５０字程度で記入してください。
２．「研究開発(事業計画)の内容」
　・入居期間中に実施する研究開発の内容、事業の内容について記入してください。
　・記載内容イメージを下記に示しております。
【記載内容例】
○起業の動機・事業の背景
　　・起業しようとする動機
　　・当該事業計画に関する代表者等の実績、専門分野、自己ＰＲ
　　・社会・経済情勢、市場ニーズ、事業を取り巻く背景等の分析
○自社の強み・特長又は課題
・競合他社と比較した自社の強み・特長
・企業化にいたるまでの課題の具体的な内容、人的・物的・資金的課題
○入居期間中の研究開発・企画等の内容
・入居期間中に実施しようとする製品・サービス等の研究開発・企画等の具体的な内容、実施方法等
・上記経営課題への対処方法
○事業の内容
　　・製品・サービス等の内容、新規性・差別性等の特徴
　　・販売・サービス等の提供の方法等、ビジネスモデルの特徴
　　・販売・サービス等の対象となる顧客・商圏等
　　・販売・サービス等価格・設定の算定根拠
○研究開発・事業実施スケジュール
　　・入居期間中（１～３年間）の実施スケジュール
○目標・成果
　　・入居期間中及び入居期間満了後の売上・利益、販売目標
・入居期間満了後（１～３年後）の企業の姿
３．「搬入する備品等」
　・インキュベーションルーム内に持ち込み、使用する主な備品、使用目的、他の入居者や施設に影響を及ぼす音や振動等の発生有無について記入してください。
４．「利用者数」
　・常時インキュベーションルームを利用する自社の人数を記入してください。
５．「利用日・利用時間」
　・平準的に利用する曜日、利用時間を記入してください。
６．「入居中の資金計画」
　・設備資金や運転資金として必要な経費について、自己資金、借入先等調達先について、記入してください。
７．「入居中の収支計画」
　・売上高、販管費、経常利益等の見込みをご記入いただくほか、売上高の積算根拠（単価・サービス料金×提供者数等）についても記入してください。
３． 退居後の事業計画
（１）将来の事業展開計画
	


（２）退居後の収支計画等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	
	１期（４期）
	２期（5期）
	３期（６期）

	売上高
	
	
	

	売上原価
	
	
	

	売上総利益
	
	
	

	販売管理費
	
	
	

	経常利益
	
	
	

	従業員数
	人
	人
	人


※退居後、向こう３期までの収支計画を記載すること。
４．その他（ＰＲ事項、意見、要望等）
	


【記載要領】
１．「将来の事業展開計画」
　・インキュベーションルームを退居した後、向こう３期の事業計画について記入してください。
　【記載内容例】
○事業活動拠点・商圏
○事業の内容（「２．入居中の事業計画」と異なる場合）
　　・製品・サービス等の内容、新規性・差別性等の特徴
・販売・サービス等の提供の方法等、ビジネスモデルの特徴
　　・販売・サービス等の対象となる顧客・商圏等
　　・販売・サービス等価格・設定の算定根拠
○研究開発・事業実施スケジュール
　
　　○目標・成果
　
２．「収支計画」
　・インキュベーションルームを退居した後の売上高、販管費、経常利益等の見込みについて記入してください。
３．その他
　・自社のＰＲ、起業化支援センターへの要望等、意見がありましたら自由に記入してください。
